
関東補給処職員（防衛技官）
採用パンフレット



２

関東補給処の任務、事務官・技官の役割
陸上自衛隊は、我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため、自衛官と

事務官・技官・教官が協力し、様々な業務に従事しています。

・ 我が国の防衛
・ 災害派遣
・ 国際平和協力活動

関東補給処においては、防衛大臣の定めるところにより、需品、火器、弾薬、
車両、航空機、化学器材、施設器材、通信器材及び衛生器材の調達、保管、補給
及び整備を行うとともに、これらに関する調査研究を行っています。

関東補給処の任務

事務官・技官の役割

関東補給処は、自衛官と事務官・技官から成り立つ組織です。
自衛官と事務官・技官は一緒に勤務しますが、事務官・技官には戦闘訓練な

どはなく、一般の公務員と同様な勤務形態で、行政事務や技術的な業務等に従
事しています。特に技官は、その専門的技能を発揮して、主に装備品等の整備
業務を実施しています。

陸上防衛力（自衛官＋事務官・技官）

多 様 な 任 務 の 遂 行

【 自 衛 官 】
戦闘地域における部隊、後方地域における
部隊等において、部隊行動及び部隊行動の
基盤を確立

【 事 務 官 ・技官 】
後方地域における部隊・機関及び上級司令
部等において、軍事以外の専門的な知識等
により、部隊行動の基盤を確立

⇒基地兵站業務を支えるのは事務官・技官
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関東補給処の組織配置

関 東 補 給 処

総務部 調達会計部 システム技術課

航空部

（吉井分屯地）

朝日燃料支処

（朝日分屯地）（用賀駐屯地）（古河駐屯地）（松戸駐屯地）

誘導武器部

【本 処】

通信電子部化 学 部

松戸支処 古河支処 用賀支処 吉井弾薬支処

装備計画部

火器車両部

【支処等】

富士弾薬出張所

（富士駐屯地）

富士燃料出張所

（駒門駐屯地）



業務の紹介（本処（霞ヶ浦駐屯地））
火器車両部

航空部

４

全国の補給処の中で唯一陸上自衛隊が扱う航空機の部品の補給、整備に関する
業務を実施しています。

整 備

小火器整備（火器工場）

整 備

整 備

溶接作業（工作工場）

制 作

戦車トランスミッション整備（車両工場）

陸上自衛隊の武器・車両の調達、整備（陸上自衛隊の中枢）、出納、保管、
補給、試験、技術検査及び保安検査に関する業務を実施しています。

戦車エンジン整備（原動機工場）

分 析

分光分析（技術課）

航空機エンジン整備（整備工場）

整 備整 備

航空機エンジン整備（整備工場）

整 備

航空機エンジン整備（整備工場）



通信電子部

５

職員紹介

氏 名 河合 孝則
所 属 火器車両部火器工場
入隊年 平成３１年度

氏 名 佐藤 拓斗
所 属 火器車両部車両工場
入隊年 平成３１年度 ５

【業務内容】
小銃係として、部隊で使用している小火器（9㎜拳銃、89式小銃、
5.56㎜機関銃MINIMI等）の検査・部品交換等の高段階整備、必要に
応じて、射撃による命中精度の点検を実施しています。
【やりがい】
私が主に整備をしている小火器は、陸上自衛隊の作戦行動等におい

て、なくてはならない非常に重要な装備品です。更に、補給処は陸上
自衛隊のなかで最も高度な整備を行う場所でもあります。その様な重
要な装備品を、部隊の為に自分の手で整備をするという事に大きな責
任感とやりがいを感じます。

【業務内容】
組部品第２係として、部隊で使用している９０式戦車のトランスミ

ッション等の組部品整備を実施しています。今後は１６式機動戦闘車
及び１０式戦車等の整備をする予定です。
【やりがい】
戦車部隊の訓練に必要不可欠で重要な整備をしているという自覚を

持ち整備を行っています。今後、武器学校の初級装軌車整備課程に入
校し、整備の基礎を学びます。整備技能の向上に努めることにより、
整備等が早期に完成することにやりがいを感じています。

発動発電機整備（工作工場）

シェルター整備（工作工場）

無線機器整備（通信機工場）

電源車整備（工作工場）

通信電源機器、機械器具、無線機器等の整備及び鍛造、溶接、機械工作、
塗装等の業務を実施しています。

整 備 整 備

整 備 整 備



業務の紹介（松戸支処）

需品部

職員紹介

落下傘部

６

修 理検 査

【業務内容】
採用当初は、落下傘の修理要領及び縫製技能を習得し、ミシ

ン・手縫いにより様々な整備を行います。じ後、落下傘の点検
要領を習得した後、落下傘の構造・名称等の理解を深めていき
ます。その他、航空救命装具等の検査・整備も行います。
【やりがい】
人命を扱う自衛隊唯一の落下傘整備工場で勤務できることは

非常に光栄であり、責任感のある仕事です。また、検査・整備
技能習得まで諸先輩方からアドバイスをもらい、日々成長を感
じられるやりがいのある仕事です。縫製が苦手でも一から丁寧
に教えてもらえるので心配ありません。

東部方面隊管内の駐屯地及び航空自衛隊基地の需品器材（厨房器材等）の整備や
被服の縫製など高い技術を継承しながら業務を実施しています。

自衛隊唯一の落下傘整備工場で主に落下傘及び航空救命装具等の検査、整備を
行い、空挺隊員、航空部隊隊員の人命を預かる業務を実施しています。

氏 名 工藤 望
所 属 松戸支処落下傘部整備工場
入隊年 平成２７年度

落下傘精密点検（整備工場） 落下傘修理（整備工場）

厨房器材整備（器材工場）

巡回整備

被服製作（被服キャンバス工場）

製 作



業務の紹介（古河支処）

施設部

【業務内容】
古河駐屯地に所在する関東補給処古河支処において、施設器

材の整備員として勤務しています。器材を使用する部隊のニー
ズに沿って、建設機械、渡河ボートなど多種多様な器材の整備
・検査業務を実施しています。

【やりがい】
陸上自衛隊の各部隊にとって各種器材を故障なく運用するこ

とは大変重要なことです。我々整備員がプロ意識をもって適切
に整備することは各部隊の任務遂行に寄与することとなり、国
防の基盤維持に貢献していると感じています。

７

整 備

渡河ボート整備（整備工場）

氏 名 岡安 達也
所 属 古河支処施設部整備工場
入隊年 平成２９年度

修 理

油圧ショベルバケット修理（工作工場）

職員紹介

施設器材の調達、出納、保管、補給整備、技術検査及び保安検査に関する業
務を実施しています。

アルミ板切断（工作工場）

製 作

油圧機器試験（整備工場）

整 備



業務の紹介（用賀支処）

総務部

営 繕 営 繕

駐屯地の国有財産及びこれらに付随する電気設備、給排水設備、冷暖房設備等
の運用及び維持管理業務を実施しています。

衛生部 医療機器等の衛生器材及び医薬品の調達、整備、出納、保管、補給、試験、
製剤及び調査研究業務を実施しています。

木工（管理課） 給排水（管理課）

整 備 検 査

【業務内容】
管理課営繕班は、建物、電気、水道、ボイラー等の各設備の

点検保守を行い、修繕では、それらの老朽化等による破損や故
障による修理・改修を専門的な技能を活かして行っています。

【やりがい】
施設を管理する責任は大きいですが、経験を積むことにより

知識や技術における専門性を高めることができ、自分自身を成
長させることができます。携わった業務が日々成果として目に
見える形となり、完成した時の達成感は非常に大きいです。

氏 名 加賀谷 正典
所 属 用賀支処総務部管理課
入隊年 平成１５年度

職員紹介

医療器材整備（器材工場） 薬品検査（技術課）

８



業務の紹介（吉井弾薬支処）

９

小銃用弾薬リンク組

営 繕

ボイラー 電 気

営 繕

整 備

補給科・技術科・誘導弾薬科
弾薬等の出納、保管及び処分並びに整備、検査等の
業務を実施しています。

総務科 支処基盤の維持、管理の業務を実施しています。

【業務内容】

弾薬類の整備業務を実施しています。主な内容としては、
部隊が教育訓練で使用する弾薬の除錆・塗装、標示の印字、
小火器弾薬のリンク組、火砲弾薬のガス抜き等を実施してい
ます。
【やりがい】
弾薬整備という特殊な業務を実施するにあたり、注意事項

を厳守し安全確実に整備業務を実施することにより、部隊の
練度向上に貢献できていること、部隊の方々に安心して使用
してもらえることにやりがいを感じています。国防の一端を
担う業務に就けたことに対して、誇りを感じています。

氏 名 東海林 裕人
所 属 吉井弾薬支処技術科
入隊年 令和３年度

職員紹介

防錆、塗装

整 備



７.キャリアパスキャリアパス

業務に関する教育の紹介

関東補給処における技官の入校

入校者の紹介
【現在の担当について】
火器車両部工作工場製作係として、フライス加工、旋盤加工及び溶接等の業務をして

います。採用されてまだ3年で知識や技術がまだまだ未熟な事もあり、先輩、上司の指導
を受けつつ日々製作業務にあたっています。
【入校期間に学んだこと】
機械工作、鍛造溶接及び製図等製作業務に関する知識や技術の基礎を学びました。特

に作業中の安全管理の徹底については厳しく教育を受け、日々の業務での意識が変わり
ました。
【入校後の感想】
３ヶ月間集中して様々な業務の知識、技術を学ぶことで平素における実業務の基礎を

身につけることが出来ました。また、駐屯地の中で自衛官の方々と寝食を共にし、生活
をすることで自らが自衛隊の一員であるという事を再認識できました。

Ｈ２９年入隊
火器車両部工作工場
（松 岡 淳 一）

主 任

係 長

班 長

係 員

研修等 新規採用者集合教育

特技課程入校、海上研修
中堅事務官等集合教育

※赤字は事務官等が入校可能。

１０

関東補給処で勤務する上で必要な、幅広い知識と技能を付与するため、自衛
隊の学校において、さまざまな種類の教育が整えられています。関東補給処で
勤務する技官においても、学生として各種学校へ入校しています。

航空学校・・・航空機・アビオニクス整備課程等
施設学校・・・施設機械整備課程、木工課程、電工課程等
通信学校・・・基礎電子課程、有線・無線機器整備課程等
武器学校・・・弾薬課程、鍛造工作課程、火器・光測・装輪車・

装軌車整備課程等
化学学校・・・高圧ガス取扱課程

幹部候補生学校 需品学校
富士学校 輸送学校
高射学校 小平学校
航空学校 衛生学校
施設学校 化学学校
通信学校 高等工科学校
武器学校 自衛隊体育学校

関東補給処に採用された以降、勤務経験を踏まえて、技能の向上に努めるこ
とにより、昇格及び昇任し将来の中堅管理職を目指していきます。



処 遇

採用時の給与は、概ね以下のとおりです。
（高卒職歴なしの場合）
俸給月額 １４７，９００円 ※経験により加算があります。
地域手当 ８，８７４円～ ２９，５８０円（採用地によって異なります。）

計 １５６，７７４円～１７７，４８０円

●扶養手当：扶養親族のある者に、配偶者月額６，５００円等
●住居手当：借家居住者等に、月額最高２８，０００円
●通勤手当：交通機関利用者に、1箇月最高５５，０００円
●そ の 他：超過勤務手当等
●期末手当・勤勉手当(いわゆるボーナス)：１年間に俸給などの４．４５ヶ月分

●勤務時間：勤務時間は、１日７時間４５分、原則として土・日及び祝日等は
休みで週休２日制を実施しています。
（ボイラー業務の勤務時間は、月に１５５時間の交代制勤務で、
４週８休制となります。）

●休 暇：休暇には年２０日の年次休暇（４月１日採用の場合、採用の年は
１５日残日数は２０日を限度として翌年に繰り越し）のほか、病
気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・子の看護・ボラン
ティア等）、介護休暇があります。

●育児休業等：子供が３歳に達する日まで育児休業を、小学校就学始期まで１日
２時間の育児時間をとることができます。

勤務条件

※ 法律の改正により、変動する場合があります。

● 給 与：

● 手 当：

● 休 暇 等：

● 勤務時間：

防衛省共済組合直営の宿
泊・婚礼・宴会施設や部外
委託契約による民間保養
施設等が割引金額にて利
用できます。

職場には、食堂や売店など
の福利厚生施設が設けら
れており、生活必需品の購
入や防衛省ならではのメニ
ューや商品も充実していま
す。

防衛省には独自の病院が
全国各地にあるほか、各職
場には医療施設が設けら
れており、職員は職場内で
病気等の治療を受けること
ができます。

防衛省共済組合は、職員と
家族が健康でより快適な生
活ができるよう、健康保険
や年金などの事業のほか、
貯金、貸付、各種検診、宿
泊関連の助成や、レジャー
割引利用などのサービスの
提供に係る運営を行ってい
ます。

防衛省共済組合 優れた健康管理体制 充実した食堂・売店等施設 福利厚生施設

福利厚生

共済組合窓口 霞ヶ浦駐屯地医務室 霞ヶ浦駐屯地内コンビニ グランドヒル市ヶ谷
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【吉井弾薬支処】

関東補給処吉井弾薬支処総務科
〒370-2104 群馬県高崎市吉井町馬庭2529
ＴＥＬ：027-388-2818（内線315）

関東補給処

総務部 人事課 職員人事班

〒３００－０８３７

茨城県土浦市右籾２４１０

ＴＥＬ：０２９－８４２－１２１１（代表） 内線２４３５
ＪＲ常磐線荒川沖駅より正門までバスで約10分

【関東補給処採用ＨＰ】
https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/eadep/recruit.html

関東補給処松戸支処
総務部総務課人事班

〒270-2288 千葉県松戸市五香六実17
ＴＥＬ：047-387-2171（内線317）

【松戸支処】

【用賀支処】

関東補給処用賀支処
総務部総務課人事班

〒158-0012 東京都世田谷区上用賀１丁目20-1
ＴＥＬ：03-3429-5241（内線234）

【古河支処】

関東補給処古河支処
総務部総務課人事班

〒306-0234 茨城県古河市上辺見1195
ＴＥＬ：0280-32-4141（内線430）

採用に関するお問い合わせ先

関東補給処古河支処
（古河駐屯地）

防衛省ＨＰ
採用ページ
ＱＲコード

採用ページにリンク ＞＞＞
R0307

https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/eadep/recruit.html

